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1. はじめに～ビジョン策定の経緯～ 

大鶴・夜明地区は、福岡県との県境に位置し、福岡県朝倉市や東峰村と隣接する人口 2千

人ほどの地域です。 

平成 29年 7月 5日から 6日にかけて発生した九州北部豪雨により、彦山川沿いを走る添

田駅以南で甚大な被害を受けました。日田市では大鶴地区及び夜明地区で、河川の越水によ

る集落への浸水や護岸の決壊による家屋損壊、さらに山腹崩壊による土砂流木の流出は、道

路・河川被害の拡大に大きく影響するとともに、ＪＲ九州の日田彦山線の添田～夜明間で 63

箇所にも及ぶ被害の大きな原因となりました。地域のシンボルの一つであった日田彦山線の

鉄道による復旧を望んでおりましたが、かなわなかったことに地域は喪失感を抱いており、

苦渋の決断ではありますがＢＲＴでの復旧を受け入れざるを得ませんでした。 

災害による甚大な被害からの復興を図る中で、ＪＲ日田彦山線における被災後の復旧方法

が、令和２年７月、ＢＲＴによる復旧に決定したことを契機に、両地区の住民等が力を合わ

せ、暮らしを守り人が元気になるまちづくりのデザインを検討し、地域の発展を目指してい

くことを目的とする「大肥の郷まちづくり会議」が発足しました。 

「大肥の郷まちづくり会議」では、災害からの復旧・復興に向けて地域の目指す将来像を

示した「大肥の郷まちづくり将来ビジョン」を策定するため、活動を行ってきました。 

これまでの活動内容としては、全体会や役員会の開催をはじめ、これからのまちづくりへ

の取組などを検討するワーキンググループ会議の開催、大鶴・夜明地区のまちづくりに関す

る住民アンケートの実施、大明中学校全校生徒とのまちづくりに関する意見交換会の開催、

取組内容を地域の皆さんにお知らせする大肥の郷まちづくり会議通信の発行などを行って

きました。 

以上のような活動を経て、「大肥の郷まちづくり将来ビジョン」を令和 4年 10月に策定い

たしました。 

このビジョンに示した取組を推進し、災害からの復旧・復興そして日田彦山線沿線地域の

活性化に取り組んでまいります。 

 

                         大肥の郷まちづくり会議 

                        会長 梶原 孝俊 
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2.地域の概要（位置、人口、世帯数）                     

                      大鶴地区 

                      大鶴地区は日田市の西北で福岡県との県

境にあり、東は小野・三花地区及び朝日地

区に、西及び北は福岡県朝倉市と東峰村と

隣接し、西・北・東を畔倉山（あぜくらや

ま 470.7m）上宮山（じょうぐうざん

644.8m）・田代山（たしろやま 342.7m）な

どの英彦山の支脈の山野で包まれた 

東西 6.3km、南北 12.9ｋｍの細長い山間の地です。地区の中を鶴河内川と大肥川が流れてお

り、大手酒造会社を２社も有するように清浄な水に恵まれ、地味肥沃で農耕に適した地域で

す。また、平安時代に相撲の神様とまで云われた日田郡司職を務めた日田殿（ひたどん）こ

と大蔵永季のお墓をはじめ、大正期から昭和期にわたって日本銀行総裁および大蔵大臣を歴

任した井上準之助の生家など歴史的に興味深い場所も多く残っています。また、天満宮老松

社や下河内天満宮など寺社・仏閣が多数存在する地域です。 

現在は、7 自治会（鶴城町、上宮町、鶴河内町、大鶴本町、大鶴町、大肥本町、大肥町）

で構成され、人口 1,196人、世帯 511世帯、高齢率 51.84％（2022．3.31）となっています。 

夜明地区 

夜明地区は日田市の最西部に位置し、福岡県朝倉市、うきは市に隣接しています。 

夜明地区の中には夜明のシンボルマークにもなり、学校の遠足やハイキングにも利用され

てきた三日月山があり、その展望台から東は由布岳、北は英彦山、西は久留米市役所まで一

望できます。  

また、国指定重要文化財である「行徳家住宅」があり、住宅の中には代々伝わる医療用具

などが展示されています。夜明駅には夜明の鐘や幸せのテーブルがあり、地区のみなさんで

協力して植えた 300本もの桜の木が地区のきれいな景観を作っています。 

この地区は日田市の特産である梨の産地でもあり、夜明上町・夜明中町・夜明関町の 3つ

の自治会で構成され、人口 786人、世帯 338世帯、高齢化率 46.18％（2022.3.31）となって

います。 
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大鶴地区、夜明地区ともに年々人口は減少しており、高齢化率も大鶴地区は 50％を超える

など日田市全体の高齢化率と比べると高い数字になっており、高齢化が進んでいる状況にあ

ります。夜明地区は 50％を超えていないものの、年々高齢化率が高くなっています。 

さらに、平成 29年 7月の九州北部豪雨により、家屋をはじめ、田畑や道路に甚大な被害

を受け、地域のシンボルの一つであった日田彦山線の鉄道による復旧がかなわなかったこと

に地域は喪失感を抱いています。 

このままでは、地域の活力が低下し、衰退が加速の一途を辿ることとなり、地域の維持や

活力の創出が課題となっています。 
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3.復旧会議での合意事項 

 ＪＲ日田彦山線（添田駅～夜明駅）の復旧方策については、平成 30 年 4 月 4 日の「第 1

回日田彦山線復旧会議」を始めとして、これまでに「日田彦山線復旧会議検討会」を計 4回、

「日田彦山線復旧会議」を計 6回開催し議論を行ってきました。 

議論の結果、令和 2年 7月 16日開催の「第 6回日田彦山線復旧会議」において、関係自

治体（福岡県・大分県・東峰村・添田町・日田市）とＪＲ九州の間で、彦山駅から宝珠山駅

間を専用道とするＢＲＴ（バス高速輸送システム）で復旧することに合意しました。 

 

 

令和 2年 7月 16日  

日田彦山線復旧会議 

合 意 事 項 

 

【復旧方針について】 

1. ＪＲ日田彦山線（添田駅～夜明駅間）については、彦山駅から宝珠山駅間を専用道区

間とするＢＲＴ（バス高速輸送システム）で復旧する。 

 

2. 復旧に要する費用は、ＪＲ九州の負担とする。 

被災した福井橋梁、平迫橋梁については、福岡県が行う事業の中で架け替えることとし、

別途協定を締結するものとする。 

 

3. 本合意をもって、ＪＲ九州は復旧工事に着手し、早期の復旧を目指すとともに、停留

所の設置等、工事完了前に提供可能なサービスについては、随時実施するものとする。 

 

【継続的な運行の確保について】 

 1. ＪＲ九州は、ＢＲＴを持続可能な交通手段として、将来に亘り維持すべく責任をもっ

て安全に運行するものとし、利用者の声に耳を傾け利便性の向上に努めるものとする。 

 

 2. 福岡県、大分県、東峰村、添田町、日田市は、ＪＲ九州と連携してＢＲＴが持続可能

な交通手段として維持されるよう、沿線住民に対する二次交通の充実を図るほか、観光

振興や利用促進に努めるとともに、域外からの利用者の増加にも努めるものとする。 

 

【今後の進め方について】 

  本合意事項を達成するために、ＪＲ九州、福岡県、大分県、東峰村、添田町、日田市は、

必要に応じ、ＢＲＴの運行や運営についての具体的な諸課題を協議するものとする。 
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4.日田彦山線の復旧方策 

ＢＲＴとは、バス・ラピッド・トランジット（Bus Rapid Transit）の略で、ＰＴＰＳ（公

共車両優先システム）、連接バス、バス専用道、バスレーン等を組み合わせることで、速達

性・定時性の確保や輸送能力の増大が可能となる高次の機能を備えたバスシステムです。 

2023年夏に開業予定で、日田彦山線ＢＲＴ（愛称：ＢＲＴ ひこぼしライン）では彦山駅

から宝珠山駅までは専用道を、大鶴～夜明、そして日田駅までは一般道を走ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＪＲ九州ホームページから引用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＪＲ九州ホームページから引用 

一般道を走る BRT（イメージ） 
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ⅰ 基本理念  「笑顔ですごせるやさしいまち 大肥の郷」  

 令和 4年 5月 18日に開催した大肥の郷まちづくり会議第 5回委員会にて、基本理念を 

「笑顔ですごせるやさしいまち 大肥の郷」に決定しました。この理念のもとに 3つの重点

プロジェクトを推進していきます。 

 

ⅱ 地域の将来像 

 大鶴・夜明地区は、豊かな自然や美しい景観、史跡など魅力的な地域資源を有しています。

これらの資源を活用し次世代へ継承していくことで、住民が地域により愛着を持ち、子ど 

もから高齢者まで安心して暮らしていける、笑顔ですごしていけるまちを目指していきます。 

また、外部からの移住者を呼び込み地域の活力を維持するため、地域資源に磨きをかける

など、移住したくなるような環境づくりを行っていきます。 

 

ⅲ ３つの重点プロジェクト 

 ①地域の資源を活かした地域振興 

②日田彦山線沿線の美しい景観を活かした地域振興 

③安心して暮らせる地域づくり 

 将来ビジョンを推進するうえで、上記の３つの重点プロジェクトを掲げ、それぞれワーキ

ンググループ会議を開催し、課題や取組について話し合いを行いました。 

 それぞれの重点プロジェクトについて、方向性と主な取組を策定し、これから地域の活性

化に向けて活かしていきます。 

 また、ハード整備の取組については大分県や日田市の協力が必要であることから、地域と

行政が協力し一緒に取組を行っていきます。 

 

ⅳ 本ビジョンの役割 

 「大肥の郷まちづくり将来ビジョン」は、大鶴・夜明地区が中心となって取り組むことを

示したもので、住民、関係団体、行政等との協働による地域づくりの方向性を共有するもの

です。これからの地域づくりのため、本ビジョンを活用します。 

 

ⅴ スケジュール 

2022 

（Ｒ4） 

2023 

（Ｒ5） 

2024 

（Ｒ6） 

2025 

（Ｒ7） 

2026 

（Ｒ8） 

2027 

（Ｒ9） 

 

      

      

      

5.大肥の郷まちづくり将来ビジョン 

日田彦山線沿線の美しい景観を活かした地域振興 

安心して暮らせる地域づくり 

地域資源を活かした地域振興 
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ⅵ 大肥の郷まちづくり会議委員 

 

 

 

 

番号 団体名・職名等 地区等 委員/オブザーバー 

1 大鶴振興協議会長 大鶴 委員 

2 大鶴まちづくり協議会長 大鶴 委員 

3 鶴河内町自治会長 大鶴 委員 

4 鶴城町自治会長 大鶴 委員 

5 上宮町自治会長 大鶴 委員 

6 大鶴本町自治会長 大鶴 委員 

7 大肥町自治会長 大鶴 委員 

8 大肥本町自治会長 大鶴 委員 

9 大鶴町自治会長 大鶴 委員 

10 大肥町住民 大鶴 委員 

11 静修紫雲台代表 大鶴 委員 

12 地域おこし協力隊経験者 大鶴 委員 

13 夜明上町自治会長 夜明 委員 

14 夜明中町自治会長 夜明 委員 

15 
夜明振興協議会長（夜明まちづくり運営 

委員会長、夜明関町自治会長） 
夜明 委員 

16 夜明上町住民 夜明 委員 

17 夜明上町住民 夜明 委員 

18 夜明中町住民 夜明 委員 

19 夜明関町住民 夜明 委員 

20 夜明関町住民 夜明 委員 

21 大鶴地区集落支援員 大鶴 オブザーバー 

22 大鶴地区地域おこし協力隊員 大鶴 オブザーバー 

23 夜明地区集落支援員 夜明 オブザーバー 

24 大明タクシー有限会社 大鶴夜明 オブザーバー 

25 農事組合法人大肥郷ふるさと農業振興会 大鶴夜明 オブザーバー 

26 大分県西部振興局  オブザーバー 

27 日田市大鶴振興センター長   

28 日田市夜明振興センター長  事務局 

29 日田市まちづくり推進課長   
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☆ワーキンググループ会議での意見 

～地域の良いところ、すきなところ、資源と思うもの～ 

 ・野菜も野草もおいしく育つ。美味しい野菜で乾燥野菜を作る。 

 ・大肥川の桜並木がとてもきれい    ・野菜や梨のブランド化 

・大蔵大臣 井上準之助の生誕地、行徳家 

・地下水（飲み水）、井戸水、上宮町の湧水など水が豊かでおいしい 

・酒造所が 2か所もある 

・上宮町の蛍がきれい、上宮町の棚田の景色が良い 

・日田どんの墓、雪舟の池など史跡が多い 

・三日月山展望台の見晴らしが良い   ・夜明の鐘 

・ウォーキングに適した地域      ・星がきれい 

・夜明駅の写真スポット        ・人の温かさ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方向性 ・地域の資源である「水」の恵みを魅力として、「水」を活かした取組を展開する。 

・地域の歴史、雄大な自然・景観を活かした観光や交流、体験等の場を創出する。 

主な取組 

 

 

・史跡などをはじめとした地域資源を磨き上げる取組 

・雄大な自然景観を活かしたウォーキングや体験交流ツアーなどの取組 

・地域の「おいしい水」を活用する方策の検討 

・地域の昔から伝わる祭りや行事等を次世代へ継承する取組 

・人を呼び込むための景観づくりと情報発信 

・地域の交流拠点における環境整備 

・農産物や加工品を活用した産業振興の取組 

 

重点プロジェクト 

① 地域の資源を活かした地域振興 

▲日田どんの墓 

▲大肥川沿いの桜並木 

▲上宮町の湧水 

ⅶ 今後の取組 

▲夜明関町からの夕焼け 

《意見をまとめたキーワード》 

▸地域の歴史の伝承 

▸四季を通した景観の活用 

▸水や人、魅力的な地域資源の活用 



 

9 

 

 

 

 

☆ワーキンググループ会議での意見 

～旧大鶴駅、旧今山駅、夜明駅周辺をこういうふうに整備したい、活用したい～ 

 ・駅を集いの場所とする 

 ・旧大鶴駅を利用した公園づくり 

 ・親子で遊べる広場 

・沿線を四季の花で埋める 

・土・日曜日にマルシェをひらく 

・木を残し花木を植え広場を作る 

・駅舎の民間活用 

・防災設備、今山公民館付近 

・駅周辺に果物を作り果物狩りをする 

・夜明ＢＢＱ村、ももはみそ作り体験 

・中学生の意見を反映させたい、実現させたい 

・駅周辺にモニュメント設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

方向性 ・地域とともに歩んできた日田彦山線の記憶を受け継いでいくととも 

に、旧駅舎については地域の人々の集う拠点となるよう整備、維持する。 

・ＢＲＴが運行する沿線において、外部から人が集まる拠点を整備するこ

とで地域の交流の活性化をはかる。 

主な取組 

 

・旧大鶴駅及び旧今山駅周辺を地域の交流拠点及び災害の記憶を次世代

につなぐための整備 

・夜明駅利用者の利便性を高めるための整備 

・日田彦山線沿線の美しい景観づくり 

・地域内外から BRTの利用促進をするための取組 

 

重点プロジェクト 

②日田彦山線沿線の美しい景観を活かした地域振興 

▲旧今山駅のホーム 

▲旧大鶴駅のホーム 

▲夜明駅のホーム 

《意見をまとめたキーワード》 

▸沿線の美しい景観を後世へつなぐ 

▸人が集まる憩いの拠点づくり 

▸BRTの利用促進 
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☆ワーキンググループ会議での意見 

～困っていること、不便なことなど地域の課題～ 

・市内まで遠い（買い物、病院） 

・山間部の道幅の整備、道路の幅が狭いので危険 

・鳥獣被害対策 

・大雨の時危ない（子供たち） 

・1人暮らしの方のサポート、独居老人 

・高齢者が多くなり若者がいない 

・空き家が多い、もっと活用できたらよい 

・デマンドタクシーとかももっと気軽に頼めないか？ 

当日でも OKにならないか？ 

・交通インフラ整備 

・車がないと生活が困難になる 

・子供が希望持てる地域 

 

方向性 ・人口減少や高齢化が進んでおり、人口減少を緩和するためには、外から

人を呼び込むための移住施策が必要である。 

・空き家は増える傾向にあるため、空き家の把握や活用を促し、住みたい

人・借りたい人へ情報をつなぐことで、地域への移住者を呼び込むきっ

かけとする。 

・高齢化が進むことにより、独居老人の増加や近隣住民とのコミュニケー

ションが希薄になることなどが懸念されるため、地域で見守り体制の検

討等を行う。 

・安心して暮らしていくため、道路や水路などを整備し地域の安全を確保

する。 

・災害の記憶を後世に伝えながら、防災力の強化を図る。 

・ＢＲＴの開業により新たな交通手段が増えることから、既存の公共交通

（デマンドタクシー、福祉バス）と合わせて利用の促進を行う。 

主な取組 

 

 

・移住したくなるような環境づくり 

・空き家対策の取組 

・病院、買物の移動手段の確保についての検討 

・独居老人の安否確認の体制づくり、見守り体制の組織づくり 

・災害に備えた地区ごとの防災訓練・災害の記憶を後世へ伝えていくため、

災害時の映像やボランティアの経験談の記録などの防災事業の取組 

・道路や水路等を整備し、安心して暮らせる地域づくり 

・雇用の場づくりの検討 

重点プロジェクト 

③安心して暮らせる地域づくり 

《意見をまとめたキーワード》 

▸移住定住の促進 

▸インフラ（交通、道路、水路）

の整備 

▸見守り・助け合いのしくみづ

くり 

▸災害の記憶の伝承と、防災力

の強化 
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6.検討の経過 

○令和 3年度第 1回ワーキンググループ会議（令和 3年 6月 30日開催） 

 令和 3年 6月 30日（水）に大鶴地区、夜明地区それぞれで会議を開催し、大鶴・夜明地

区のまちづくり将来ビジョンについて市長との意見交換会を行いました。 

 

○令和 3年度第 2回ワーキンググループ会議（令和 3年 7月 29日、8月 3日開催） 

 令和 3年 7月 29日（木）と 8月 3日（火）に大鶴地区、夜明地区それぞれで会議を 

開催し、大鶴・夜明地区のまちづくり将来ビジョンについて市長との意見交換会を行いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○令和 3年度第 3回ワーキンググループ会議（令和 3年 9月 15日、9月 27日開催） 

 令和 3年 9月 15日（水）と 9月 27日（月）に大鶴地区、夜明地区それぞれで会議を 

開催し、駅跡地の利活用について意見交換会を行いました。 

 

○大明中学校生徒とのまちづくりに関する意見交換会（グループワーク）（令和 3年 11月 5

日、11月 11日開催） 

 令和 3年 11月 5日（金）と 11月 11日（木）に「おとな先生」とのコラボレーション企

画で、大明中学校全校生徒と大肥の郷まちづくり会議のメンバーとで「みんなで地域の復興

デザインを考える～まちをデザインしてみよう～」をテーマに意見交換会を開催しました。 
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○令和 4年度第 1回ワーキンググループ会議（令和 4年 6月 22日、29日開催） 

 令和 4年 6月 22日（水）と 6月 29日（水）に大鶴地区、夜明地区それぞれで会議を 

開催し、①地域の資源を活かした地域振興 ②日田彦山線の美しい景観を活かした地域振興 

③安心して暮らせる地域づくりの 3つのグループに分かれて意見を出し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○令和 4年度第 2回ワーキンググループ会議（令和 4年 8月 24日、30日開催） 

 令和 4年 8月 24日（水）、30日（火）に大鶴地区、夜明地区それぞれで会議を開催し、3

つの重点プロジェクトに対する「主な取組」について話し合い、空き家について市の担当部

署から話を聞くなどしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○令和 4年度第 3回ワーキンググループ会議（令和 4年 10月 18日、19日開催） 

 令和 4 年 10 月 18 日（火）、19 日（水）に大鶴地区、夜明地区それぞれで会議を開催し、

3つの重点プロジェクトに対する「主な取組」について最終的な案の確認と今後の事業の進

め方について話し合いました。 
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開催年

度 

開催回数 

開催日時 会議種別 内容 通算 年 度

別 

令和２

年度 

1 1 R3.2.19 全体会① 会議規約の承認、役員選出 

2 2 R3.3.12 全体会② グリーンスローモビリティの活用について① 

3 3 R3.3.30 全体会③ グリーンスローモビリティの活用について② 

令和３

年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  R3.4.28 全体会④ コロナ感染防止のため中止 

4 1 R3.6.1 役員会① ・今後の会議の進め方について（ＷＧ会議の導入） 

・まちづくり将来ビジョンについて 

5 2 R3.6.30 大鶴ＷＧ① 市長との意見交換会① 

6 3 R3.6.30 夜明ＷＧ① 市長との意見交換会① 

7 4 R3.7.29 大鶴ＷＧ② 市長との意見交換会② 

8 5 R3.8.3 夜明ＷＧ② 市長との意見交換会② 

9 6 R3.8.6 役員会② ・第 1回及び第 2回ＷＧの協議内容について 

・まちづくり会議の住民周知方法について 

・住民アンケートについて 

・大明中学校との意見交換会について 

10 7 R3.9.15 大鶴ＷＧ③ 線路跡地及び駅周辺の利活用について 

11 8 R3.9.27 夜明ＷＧ③ 線路跡地及び駅周辺の利活用について 

12 9 R3.10.7 役員会③ ・第 3回ＷＧの協議内容について 

※役員会の結果、線路跡地のレールは不要との意見でま

とまる。 

13 10 R3.11.5  大明中学校全校生徒との意見交換会（おとな先生とのコ

ラボ）① 

14 11 R3.11.11  大明中学校全校生徒との意見交換会（おとな先生とのコ

ラボ）② 

15 
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R4.2.3 

 

 

 

役員会④ 

 

 

 

・10 月実施のまちづくりに関する住民アンケートの結

果について 

・まちづくり会議通信の発行について 

・まちづくり将来ビジョン及びアクションプランの作成

について 

・次年度以降のまちづくり会議メンバーについて 

令和４

年度 

16 1 R4.5.18 全体会⑤ R3年度事業報告、R4予算案、今後の方向性等について 

17 2 R4.6.22 大鶴ＷＧ① 大肥の郷まちづくり将来ビジョン（案）の策定について 

18 3 R4.6.29 夜明ＷＧ① 大肥の郷まちづくり将来ビジョン（案）の策定について 

19 4 R4.7.26  今後の地域振興策の方向性について 

20 5 R4.8.24 大鶴ＷＧ② 大肥の郷まちづくり将来ビジョン（案）の策定について 

大肥の郷まちづくり会議 開催状況 
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21 6 R4.8.30 夜明ＷＧ② 大肥の郷まちづくり将来ビジョン（案）の策定について 

22 7 R4.9.13 全体会⑥ 夜明駅、旧今山駅、旧大鶴駅周辺の整備について 

23 8 R4.10.18 大鶴ＷＧ③ 大肥の郷まちづくり将来ビジョン（案）の策定について 

24 9 R4.10.19 夜明ＷＧ③ 大肥の郷まちづくり将来ビジョン（案）の策定について 

25 10 R4.10.26 全体会⑦ 大肥の郷まちづくり将来ビジョン（案）の策定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

15 

 

◎大肥の郷まちづくり会議通信 

 大肥の郷まちづくり会議の取組を大鶴・夜明地区住民の皆さんに伝え、また、皆さんから

多くの意見をいただくことを目的に、「大肥の郷まちづくり会議通信」を発行しました。通

信はこれまで 6号発行し、地区内全世帯に配布しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議規約の一部を抜粋してご紹介します。 
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7.アンケート結果（抜粋） 

大鶴・夜明地区内に居住する住民から多くの意見をいただき、これからのまちづくりの参

考とするため、令和３年１０月、地区内の全世帯を対象に「まちづくりに関するアンケート」

を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

Q.お住いの地域を住みよいと考えていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q.お住いの地域に愛着を感じていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇実施期間：令和 3年 10月 1日～31日（広報ひた 10月 1日号に同封してアンケートを配布） 

◇調査対象：大鶴・夜明地区全世帯 大鶴 526世帯 夜明 322世帯 計 848世帯 

      ※世帯数は R3.10.1現在。 

◇回収率：55.2％（配布数 848 回収数 468） 

◇回収率（地区別）：大鶴 53.8％（配布数 526 回収数 283） 

          夜明 57.5％（配布数 322 回収数 185） 
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Q.今後も今お住まいの地域に住み続けたいと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q.生活するうえで、不安に感じていること、困っていることを教えてください。（上位意見） 

①車の運転ができなくなったときのこと（232） 

 ②健康に関すること（167） 

 ③農地・山林の維持管理のこと（135） 

 ④介護に関すること（127） 

 ⑤一人暮らしになったときのこと（126） 

 

Q.地域・集落内であなたが誇りに思っているものはなんですか？（上位意見） 

①景観・自然環境（177） 

 ②地域内に暮らす人々（87） 

 ③地域の助け合いなどの社会関係（84）  

 ④地域内に誇りと思うものはない（67） 

 ⑤特産物（農産物・林産物・加工品等）（32） 

 

Q.大鶴・夜明地区を将来どんな地域にしたいですか？（上位意見） 

①若い人(子、孫)が帰って来れる住みやすい地域（32） 

 ②高齢になっても安心して暮らせる地域（28） 

 ③若者、高齢者、移住者など地域みんなで協力して助け合える地域（25） 

 ④交通の便が良い地域（15） 

 ⑤企業(工場等)を誘致して働く場所を作る／人口減少に歯止めがかかる地域（9） 
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Q. 大鶴駅周辺を今後どのように整備したら良いと考えますか？（上位意見） 

①公園、広場（27） 

 ②休憩所(トイレ)、憩いの場(たまり場)（20） 

 ③カフェ、喫茶店（13）  

 ④コンビニ／展示館、資料館、メモリアルモニュメント（10） 

 ⑤道の駅(特産物広場)／イベント(お祭り、出店、催し)ができる場所／交通(道路)の利便

性を良くする（7） 

 

Q. 今山駅周辺を今後どのように整備したら良いと考えますか？（上位意見） 

①公園、広場（16） 

 ②交通(道路)の利便性を良くする（8） 

 ③休憩所(トイレ)、憩いの場(たまり場) （7）  

 ④桜やモミジの木を植える、花いっぱいにする（6） 

 ⑤展示館、資料館、メモリアルモニュメント／イベント(お祭り、出店、催し)ができる場

所（3） 
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